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主な内容　p2老人保健制度　p3公共交通　p4-8男女共同参画、秋
の行政相談、いばらき子育て家庭優待制度、星空観望会、下水道処理
場見学会　p9イナビト　p14-15稲敷バラエティー　など

表紙　8月25日のいなしき夏ま
つり。約11万人の観光客が夜空
に浮ぶ大輪の花を楽しみました。
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75歳以上の方は老人保健制度で受診を
「健康手帳」と「医療受給者証」の提示をお忘れなく！

75歳以上（一定の障害のある方は65歳以上）の方は、「老人保健制度」
で医療を受けることになります。高齢者の健康を守り、適切な医
療の確保を目的とした制度で、その給付費は、加入中の医療保険

（国保、健保組合、共済組合など）・国・県・市町村が負担します。
　なお、平成20年4月から、老人保健制度は新たな「後期高齢者
医療制度」に変わります。
稲敷市保険課老人保健係（桜川庁舎）

☎029-892-2000（内線4600・4611）

■
対
象
に
な
る
と
き

75
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
（
誕
生

日
が
月
の
初
日
な
ら
そ
の
月
）。

※
一
定
の
障
害
の
あ
る
方
は
65

歳
に
な
る
月
に
申
請
し
、
認
め

ら
れ
れ
ば
翌
月
か
ら
該
当
に
な

り
ま
す
。

　
該
当
す
る
方
に
は
、
前
の
月

に
通
知
し
ま
す
の
で
、
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
医
者
さ
ん
に

　
か
か
る
と
き

「
健
康
手
帳
」「
医
療
受
給
者
証
」

を
交
付
す
る
の
で
、
受
診
す
る

と
き
は
「
保
険
証
」
と
一
緒
に

窓
口
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

（
保
険
証
は
今
ま
で
と
同
じ
で
す
。

国
保
の
資
格
も
そ
の
ま
ま
な
の
で
、

保
険
税
も
納
め
ま
す
。）

　
窓
口
で
払
う
一
部
負
担
金
は
、

現
役
並
み
所
得
者（
下
記
参
照
）

は
か
か
っ
た
費
用
の
３
割
、
そ

の
ほ
か
の
方
は
1
割
で
す
。

■
高
額
医
療
費
制
度

一
か
月
の
支
払
い
が
所
得
区
分

に
応
じ
た
限
度
額
を
超
え
た
場

合
、
申
請
す
る
と
高
額
医
療
費

と
し
て
市
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
方
に
は
通
知
し
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
診
療
報
酬
明
細
書
の

審
査
が
あ
る
た
め
、
通
知
が
届

く
の
は
診
療
を
受
け
た
月
の
約

３
か
月
後
で
す
。初
回
の
申
請

で
口
座
の
指
定
を
す
れ
ば
、
２

回
目
以
降
の
申
請
は
不
要
で
す
。

※
低
所
得
Ⅰ
・
Ⅱ
の
方
は
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
総
合
窓
口
課（
桜
川
庁
舎

は
保
険
課
）
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

所得区分
自己負担限度額（月額） 入院時の食事代

　　　　　（1 食）外来（個人ごと）外来 + 入院（世帯ごと）

現役並み所得者　注１ 44,400 円 約 80,100 円
（多数該当 注２は 44,400 円） 260 円

一般 12,000 円 44,400 円
低所得者Ⅱ　注３

8,000 円
24,600 円 	 210 円 注５

低所得者Ⅰ　注４ 15,000 円 100 円

注１	 同一世帯に住民税課税所得が145万円以上の70歳以上または老人保健受給者
がいる方。ただし、70歳以上または老人保健受給者の収入合計が、単身世帯で
383万円未満、2人以上の世帯で520万円未満であると申請し、認められれば

「一般」の区分と同様になります（経過措置あり）

注２	 過去12か月に3回以上高額医療費の支給を受け、4回目の支給に該当する場合。
注３	 世帯全員が住民税非課税の方（経過措置あり）

注４	 世帯全員が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得は控

除額を80万円として計算）を差し引いたときに０円となる方
注５	 過去12か月で90日を超えて入院した場合、申請により91日目以降は160円

自己負担の限度額と入院のときの食事代
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公共交通サービス　10月1日試験運行開始！
公共交通サービスの愛称が「稲敷あいバス」に決定
今回の試験調査運行の愛称が一般公募の結果、佐藤匠（三次）

さんからのご応募を参考に「のりあい」「ふれあい」に通じる
「あい」と、市民が愛情をもって利用し育てていける交通機関
になることを目指して「稲敷あいバス」に決定しました。
　稲敷あいバスは市民だれもが平等な公共交通サービスの提
供を受けられるための小型の乗り合いバスです。定期的に一
定のルートを走行するダイヤ運行ではなく、皆さんから予約
のあった場合に、自宅最寄りの乗降場所から目的地の最寄り
の乗降場所までを走行する半デマンド運行です。
　今回はいろいろなデータを収集するための試験調査運行
で、10月1日から平成20年いっぱい運行されます。
稲敷あいバス共同運行予約センター ☎029-892-5590
稲敷市企画課（江戸崎庁舎）☎029-892-2000（内線2603）

■
稲
敷
あ
い
バ
ス
を

　
ご
利
用
く
だ
さ
い

稲
敷
市
内
の
す
べ
て
の
地
域
で
、

市
民
だ
れ
も
が
平
等
な
公
共
交

通
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
な
公
共
交
通
体
系
整

備
を
目
指
し
て
、
乗
車
人
員
数

の
利
用
状
況
や
採
算
性
等
の
基

礎
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
た
め
試

験
調
査
運
行
が
10
月
１
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
今
回
の
運
行
は
、
今
後
整
備

を
進
め
て
い
く
交
通
体
系
に
係

る
本
格
運
行
実
施
に
向
け
て
の

調
査
運
行
で
、
平
成
20
年
12
月

ま
で
行
わ
れ
ま
す
。そ
れ
以
後

の
運
行
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま

で
の
利
用
状
況
に
よ
り
修
正
が

加
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
期
間
中
に
市
民
の
皆
さ
ん

の
利
用
が
な
け
れ
ば
、
交
通
機

関
の
運
行
を
維
持
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
公
共
交
通
体
系
の
維
持
育
成

の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
理
解
と

積
極
的
な
ご
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
市
内
全
域
で
の
予
約

制
に
よ
る
乗
合
い
運
行

▽
利
用
予
定
日
の
前
日
午
後
３

時
ま
で
に
予
約
セ
ン
タ
ー
へ
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
希
望
時
間
と
場
所
を
お

伝
え
く
だ
さ
い
。予
約
セ
ン
タ

ー
で
希
望
時
間
に
最
も
近
い
時

間
と
場
所
を
相
談
の
上
お
伝
え

し
ま
す
。

▽
初
回
利
用
の
み
事
前
登
録

（
住
所･

氏
名･

連
絡
先･

そ
の
他
）

を
願
い
ま
す
。

▽
予
約
の
な
い
便
は
運
行
し
ま

せ
ん
。（
利
用
取
消
は
必
ず
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
）

▽
日
曜
、休
日
、土
曜
の
午
後
、

年
末
年
始
・
盆
の
期
間
は
運
休

で
す
。

■
市
内
全
集
落
に
設
置
し

　
た
乗
降
場
所
で
の
利
用

▽
行
政
区
か
ら
の
設
置
要
望
を

中
心
に
乗
降
場
所
を
定
め
、
原

則
的
に
そ
こ
か
ら
乗
降
し
ま
す
。

▽
約
３
０
０
か
所
の
指
定
乗
降

場
所
の
ほ
か
、
庁
舎
・
教
育
・

福
祉
等
の
市
公
共
施
設
、
郵
便

局
、
医
療
施
設
で
の
利
用
が
で

き
ま
す
。（
立
地
等
の
関
係
上
利
用

で
き
な
い
施
設
も
あ
り
ま
す
の
で
、

予
約
の
際
に
は
確
認
く
だ
さ
い
）

■
料
金
均
一
・
利
用
券

　（
チ
ケ
ッ
ト
）に
よ
る
支
払

▽
乗
車
地
と
降
車
地
が
市
内
の

同
一
旧
町
村
内
の
場
合
３
０
０

円
。異
な
る
旧
町
村
の
場
合
４

０
０
円
を
乗
車
の
際
に
お
支
払

く
だ
さ
い
。（
障
害
者
・
介
護
保
険

認
定
者
は
軽
減
制
度
あ
り
。初
回

登
録
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
）

▽
利
用
券
は
千
円
（
１
０
０
円

券
×
10
枚
）で
す
。車
両
内
・
市

内
の
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
で
購
入

で
き
ま
す
。

＊
集
落
乗
降
場
所
、
チ
ケ
ッ
ト

取
扱
所
（
協
力
事
業
者
）
利
用
方

法
な
ど
、
詳
細
の
チ
ラ
シ
は
公

共
施
設
、
協
力
事
業
所
等
に
設

置
し
ま
す
の
で
確
認
く
だ
さ
い
。

■
予
約
方
法

利
用
し
た
い
日
の
５
日
前
か
ら

前
日
ま
で
に
、
予
約
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▽
予
約
先

　
稲
敷
あ
い
バ
ス
共
同
運
行
予

　
約
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９–

８
９
２–

５
５

　
９
０

▽
受
付
時
間

　
午
前
８
時
〜
午
後
３
時

　
（
車
両
運
行
日
受
付
。た
だ
し
、

　
土
曜
日
は
午
前
の
み
）

◀車両の前面に、この桜の
マークがついています
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い
ば
ら
き
子
育
て
家
庭
優
待
制
度

　
お
店
施
設
で
割
引
な
ど
が
受
け
れ
ま
す

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　
カ
ー
ド
は
、
幼
稚
園
や
保
育

所
、
各
学
校
な
ど
を
通
じ
て
配

り
ま
す
。ま
た
、
妊
娠
中
の
方

や
在
宅
の
お
子
さ
ん
の
い
る
ご

家
庭
の
場
合
は
、
市
役
所
で
窓

口
で
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
：
①
子
育
て
家
庭
（
18

歳
未
満
）　

②
妊
娠
中
の
方　

▽
配
付
：
10
月
15
日（
月
）〜
／

１
家
庭
に
つ
き
１

枚　
▽
窓
口
：
児

童
福
祉
課
、
各
庁

舎
総
合
窓
口
課

●
茨
城
県
保
健
福

祉
部
子
ど
も
家
庭

課
☎
０
２
９
︲
３

０
１
︲
３
２
４
３

／
HPhttp

://
w

w
w

.p
re

f.
ibaraki.jp/

●
稲
敷
市
児
童
福

祉
課（
新
利
根
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０

（
内
線
３
４
０
１
）

県
で
は
、
社
会
全
体
で
子
育
て

家
庭
を
応
援
す
る
「
い
ば
ら
き

子
育
て
家
庭
優
待
制
度
」
を
10

月
21
日
（
日
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

県
の
発
行
発
行
す
る
「
い
ば
ら

きKids Club

」
カ
ー
ド
を
協

賛
店
舗
な
ど
で
提
示
す
る
と
、

料
金
割
引
や
粗
品
進
呈
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

協
賛
店
は
、
チ
ラ
シ
や
県
の
ホ

男
女
共
同
参
画
講
座

　
参
加
者
を
募
集

座
」の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
男
女
を
問
わ
ず
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

市
で
は
、
家
庭
や
職
場
、
地
域

で
、誰
も
が「
自
分
ら
し
く
」い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
目

指
し
て
、「
男
女
共
同
参
画
講

申
込
方
法

▽
募
集
：
30
名　
▽
受
講
料
：

無
料　

▽
申
込
：
10
月
22
日

（
月
）ま
で
に
、
必
要
事
項（
①
住

所　

②
氏
名　

③
年
齢　

④
電
話

番
号
）
を
明
記
し
て
、
は
が
き
、

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
秘
書
広
聴
課
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
秘
書
広
聴

課
女
性
行
政
係
（
江

戸
崎
庁
舎
）
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０

０
（
内
線
２
４
０
３
）

／
fax
０
２
９
︲
８
９

３
︲
０
３
８
８
／
〒

３
０
０
︲
０
５
９
５

稲
敷
市
江
戸
崎
甲
３

２
７
７
番
地
１
／
Ｅ

メ
ー
ル

hisyokouchou@
city.inashiki.lg.jp

回 日時 内容 講師 会場
1 10月27日（土）

午後1時30分
〜3時30分

「裁判員制度について」
平成21年からスタートす
る制度の概要を学習

水戸地方裁判所 江戸崎公民館
（視聴覚室）

2 11月11日（日）
午後12時40分
〜3時30分

女
ひと

と男
ひと

のハーモニーフォ
ーラム
①基調講演「いま、なぜ男女
共同参画社会の形成なのか
〜少子化、非正規雇用…問
題山積の現状打開を目指し
て〜」②実践活動の紹介

鹿嶋敬
実践女子大学教授

あずま生涯学
習 セ ン タ ー

（多目的ホール）

3 12月1日（土）
午後1時
〜4時

「自分も相手も大切にす
るコミュニケーション」
〜よりよい人間関係をめ
ざして〜

中野満知子
NPO 法人アサーテ
ィブジャパン事務局
長

江戸崎公民館
（研修室）

4 12月16日（日）
午後1時
〜2時30分

県女性プラザ主催講演会
「女性の生き方と仕事」〜女
性報道アナウンサーのパイ
オニアとして〜

吉川美代子
TBS アナウンサー
／ TBS アナウンス
スクール校長

茨城県女性プ
ラザ（行方市）
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行
政
相
談
委
員
に
相
談
し
て
み
よ
う
！

　
秋
の
行
政
相
談
週
間
10
月
15
日
〜
21
日

付
け
、
助
言
や
関
係
機
関
に
対

す
る
通
知
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

秋
の
行
政
相
談
週
間

行
政
相
談
制
度
を
多
く
の
方
に

利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
10

月
15
日（
月
）か
ら
21
日（
日
）ま

で
の
１
週
間
を
「
秋
の
行
政
相

談
週
間
」
と
定
め
、
全
国
各
地

で
行
政
相
談
所
な
ど
が
開
設
さ

れ
ま
す
。

　
稲
敷
市
で
は
次
の
日
程
で
行

わ
れ
ま
す
。相
談
は
、無
料
、秘

密
厳
守
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
毎
月
各

地
区
で
行
わ
れ
て

い
る
行
政
相
談
に

つ
い
て
は
広
報
稲

敷
12
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
所

▽
日
時
：
10
月
16

日（
火
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時　
▽

行
政
相
談
委
員
の
仕
事

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
困
っ

て
い
る
こ
と
、
望
ん
で
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
そ
ん
な

時
は
、
行
政
相
談
委
員
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
「
わ
か
り
づ
ら
い
道
路
案
内

標
識
を
改
善
し
て
ほ
し
い
」、

「
郵
便
ポ
ス
ト
を
設
置
し
て
ほ

し
い
」、「
施
設
を
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
行

政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
相

談
相
手
と
し
て
国
の
仕
事
に
関

す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
受
け

場
所
：
江
戸
崎
公
民
館
研
修
室

市
の
相
談
委
員

●
江
戸
崎
地
区
＝
正
野
志
津
江

☎
０
２
９-

８
９
２
︲
２
１
６

５●
新
利
根
地
区
＝
池
田
信
正
☎

０
２
９
７
︲
８
７
︲
２
６
０
２

●
桜
川
地
区
＝
太
田
千
鶴
子
☎

０
２
９
︲
８
９
４
︲
２
１
０
５

●
東
地
区
＝
飯
出
芳
宏
☎
０
２

９
９
︲
７
９
︲
１
２
９
７

行
政
相
談
問
合
せ

●
総
務
省
茨
城
行
政
評
価
事
務

所
行
政
相
談
課
☎
０
２
９
︲
２

２
１
︲
３
３
４
７

●
行
政
苦
情
１
１
０
番
（
相
談

専
用
電
話
）
☎
０
５
７
０
︲
０

９
０
１
１
０

●
稲
敷
市
総
務
課
（
江
戸
崎
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０（
内
線
２
２
０
４
）

融
資
詐
欺
に
要
注
意

　
被
害
に
遇
う
前
に
ご
相
談
ご
相
談
を

融
資
詐
欺
の
手
口

「
低
金
利
で
融
資
」「
今
あ
る
ロ

ー
ン
を
お
ま
と
め
」
な
ど
の
言

葉
を
目
に
す
る
事
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。大
手
新
聞
の
折
り
込

み
チ
ラ
シ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
詐
欺
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
融
資
を
受
け
る
条
件
が
、
こ

ち
ら
か
ら
前
も
っ
て
お
金
を
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、

詐
欺
だ
と
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、そ
の
送
金
の
方
法
が「
宅

配
業
者
が
取
り
に
行
く
」や「
エ

ク
ス
パ
ッ
ク
で
郵
送
」
な
ど
の

場
合
は
確
実
に
騙
さ
れ
て
い
ま

す
。お
金
を
渡
し
た
後
、
業
者

と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
り
、
も

ち
ろ
ん
融
資
も
実
行
さ
れ
な
い

と
い
う
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。電
話
番
号
が
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
（
０
１
２
０
か
ら
始
ま
る

番
号
）だ
っ
た
と
し
て
も
、掛
け

る
と
携
帯
電
話
に
転
送
さ
れ
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
り
し
ま

す
。

被
害
に
あ
っ
た
ら

被
害
に
あ
っ
た
場
合
は
、
ま
ず

警
察
に
届
け
ま
し
ょ
う
。し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
お

金
を
取
り
戻
す
事
は
き
わ
め
て

難
し
い
と
言
え
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
を

融
資
を
申
し
込
も
う
と
思
っ
た

理
由
が
、
ご
自
分
で
抱
え
て
い

る
借
金
の
返
済
に
あ
る
と
い
う

場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。一
人
で

悩
ま
ず
、
一
緒
に
債
務
整
理
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
個
人
情
報
は
守
ら
れ
ま
す

●
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）
☎
０
２
９
９
︲
７

８
︲
３
１
１
５
／
相
談
日
：
月
、

水
、
金
曜
日
／
午
前
９
時
30
分

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
午
後
４

時
30
分
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年
金
コ
ー
ナ
ー

付
加
保
険
料
を
納
付
し
ま
せ
ん
か
？

民
年
金
保
険
料
と
同
じ
く
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

付
加
保
険
料
は
定
額

付
加
保
険
料
の
額
は
１
か
月
４

０
０
円
で
す
。付
加
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
対
象

者
の
方
は
、
第
１
号
被
保
険
者

ま
た
は
任
意
加
入
被
保
険
者
の

方
で
す
。

　
な
お
、
保
険
料
の
免
除
ま
た

は
保
険
料
の
納
付
猶
予
を
受
け

て
い
る
方
や
、
国
民
年
金
基
金

の
加
入
員
の
方
は
付
加
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
農
業
者
年
金
の
加
入

者
は
、
必
ず
付
加
保
険
料
を
納

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

付
加
年
金
額
は
？

付
加
年
金
額
の
計
算
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

年
金
額
＝
２
０
０
円
×
付
加
保

険
料
納
付
月
数（
65
歳
か
ら
老
齢

付
加
年
金
と
は

老
後
に
、「
よ
り
高
い
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
た
い
」
と
考
え

て
い
る
方
の
た
め
に
、
毎
月
の

保
険
料
（
平
成
19
年
度
＝
１
万
４

１
０
０
円
）
の
ほ
か
に
、「
付
加

保
険
料
」
を
上
乗
せ
し
て
納
付

す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
「
付
加

年
金
」が
あ
り
ま
す
。

　
第
１
号
被
保
険
者
の
場
合
は
、

報
酬
に
よ
っ
て
保
険
料
や
給
付

額
が
増
減
す
る
厚
生
年
金
保
険

な
ど
の
被
用
者
年
金
制
度
と
は

違
っ
て
、保
険
料
と
給
付（
老
齢

基
礎
年
金
）
額
が
定
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
将
来
の
生
活
設
計
に
あ
わ
せ

て
、
付
加
年
金
の
ほ
か
に
も
、

①
公
的
な
年
金
制
度
で
あ
る
国

民
年
金
基
金
、
②
個
人
型
確
定

拠
出
年
金
、
③
農
業
者
が
加
入

で
き
る
農
業
者
年
金
の
、
３
つ

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら

上
乗
せ
制
度
の
保
険
料
は
、
国

基
礎
年
金
を
受
給
す
る
場
合
）

　
こ
の
付
加
年
金
は
、
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
権
を
得
た
月
の

翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
を
65
歳
よ
り

前
に
繰
上
げ
受
給
、
ま
た
は
66

歳
以
後
に
繰
下
げ
受
給
し
よ
う

と
す
る
場
合
に
は
、
付
加
年
金

額
も
老
齢
基
礎
年
金
の
減
額
率

お
よ
び
増
額
率
に
応
じ
て
減
額

ま
た
は
増
額
さ
れ
ま
す
。

●
付
加
保
険
料
＝
土
浦
社
会
保

険
事
務
所
☎
０
２
９
︲
８
２
４

︲
７
１
２
１

●
国
民
年
金
基
金
＝
茨
城
県
国

民
年
金
基
金
☎
０
２
９
︲
２
２

５
︲
４
７
９
７☆

●
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係
（
桜

川
庁
舎
）
☎
０
２
９-

８
９
２-

２
０
０
０（
内
線
４
６
０
９
）

臨
時
職
員
募
集

　
健
康
増
進
課
で
看
護
師
を
募
集

増
進
課
へ
必
要
書
類
（
①
履
歴

書　

②
看
護
師
免
許
コ
ピ
ー
）
を

提
出
。面
接
は
後
日
連
絡

●
稲
敷
市
健
康
増
進
課
（
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
）☎
０
２
９
７
︲

８
７
︲
６
１
１
１

健
康
増
進
課
で
は
、
看
護
師
の

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
：
１
名　
▽
業
務
：
各

種
看
護
師
業
務　
▽
資
格
：
①

看
護
師
資
格　
②
普
通
免
許　

▽
期
間
：
勤
務
可
能
な
日
～
平

成
20
年
３
月
31
日　
▽
日
時
：

月
〜
金
曜
日
／
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分　
▽
場
所
：

健
康
増
進
課　
▽
申
込
：
健
康

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

　
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

●
稲
敷
市
税
務
課
（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
５
０
０
／
４
５
０
７
）

固
定
資
産
税（
土
地
、家
屋
、償
却

資
産
）は
、毎
年
１
月
１
日
現
在

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

未
登
記
の
建
物
や
、
滅
失
登
記

を
し
て
い
な
い
家
屋
の
場
合
、

取
り
壊
し
て
も
届
け
出
が
な
い

と
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
方
は
、

税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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使
用
済
農
業
用
ビ
ニ
ル
・
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
回
収

　
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

市
で
は
11
〜
12
月
に
、
市
内
４

地
区
で
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
的
と

し
た
使
用
済
農
業
用
ビ
ニ
ル
・

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
回
収
を
行
い

ま
す
。

　
使
用
済
み
の
農
業
用
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
は
、
排
出
農
家
が
適

正
に
処
理
す
る
こ
と
が
法
律
で

定
め
ら
れ
、
違
反
し
た
場
合
は

罰
せ
ら
れ
ま
す
。ま
た
河
川
や

山
林
な
ど
へ
の
不
法
投
棄
、
野

外
で
の
焼
却
は
、
環
境
汚
染
に

も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
適
正
な

処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
方
法

▽
10
月
19
日（
金
）ま
で
に
、
農

政
課
ま
た
は
JA
稲
敷
各
セ
ン
タ

ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
①
住
所　
②
氏
名　

③
電
話
番
号　
④
回
収
物
（
農

ビ
・
農
ポ
リ
の
量
、
苗
箱
の
枚
数
）

を
確
認
し
ま
す
。回
収
日
時
な

ど
詳
細
に
つ
い
て
は
申
込
者
に

通
知
し
ま
す
。

●
稲
敷
市
農
政
課
農
林
水
産
係

（
東
庁
舎
）
☎
０
２
９
９
︲
７
８

︲
３
３
８
５

●
JA
稲
敷
＝
東
部
経
済
セ
ン
タ

ー
☎
０
２
９
９
︲
７
８
︲
２
１

４
１
／
中
部
経
済
セ
ン
タ
ー
☎

秋
の
星
空
を
眺
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
観
望
会
10
月
19
日（
金
）開
催

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
桜
川

天
文
愛
好
会
の
メ
ン
バ
ー
に
講

師
と
な
っ
て
い
た
だ
き
「
星
空

観
望
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

秋
の
夜
空
に
浮
ぶ
お
月
様

（
半
月
）
な
ど
を
観
察
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
星
空
を
ゆ
っ
く

り
眺
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程

▽
日
時
：
10
月
19
日（
金
）午
後

７
時
〜
８
時
ま
で（
天
候
不
良
の

場
合
は
翌
20
日（
土
））▽
場
所
：

歴
史
民
俗
資
料
館
敷
地
内

申
込

▽
対
象
：
市
内
在
住
の
方
。お

子
さ
ん
は
保
護
者
と
ご
参
加
く

だ
さ
い　
▽
申
込
：
歴
史
民
俗

資
料
館
へ
申
し
込
む　

▽
定

員
：
30
名
程
度
▽
そ
の
他
：
寒

く
な
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い

●
稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１

１
／
稲
敷
市
八
千
石
18
番
地
1

０
２
９
︲
８
９
２
︲
６
６
４
５

／
西
部
経
済
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

９
７
︲
８
４
︲
２
３
８
８

▽登録料	：1,000円
▽処理料	：農業用ビニル、農業用ポリエステル＝500円（量を問わず）

▽回収する対象物（荷造り方法は申込者に通知）

①使用済農ビ＝使用済農ビのみ。黒色、糸入りは回収しません
※農ビには、統一マーク農ビをブルー系でプリントしてあります
②使用済農ポリ＝農業用ポリエチレンフィルム（農ポリ）、農業用ポリオ

レフィン系特殊フィルム（農PO）、農業用エチレン、酢酸ビニル、共重
合樹脂フィルム（農サクビ）、肥料空袋、苗箱

※農ビと農ポリは分別し、土砂などを除去してください
※ 農ビ、農ポリでも赤く変色したり、傷んでいるものは回収できません

搬出者負担金（当日徴収）



広報稲敷 平成19年10月号　8

下
水
処
理
場
を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
汚
水
を
処
理
し
て
き
れ
い
な
水
に

て
い
ま
す
。

　
施
設
の
見
学
は
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。多
く

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▽
申
込
：
下
水
道
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い

見
学
会
の
様
子

あ
ず
ま
南
浄
化
セ

ン
タ
ー
で
８
月
４

日
、
押
砂
地
区
の

約
20
名
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
い

て
、
見
学
会
を
実

施
し
ま
し
た
。参

加
者
は
、
各
家
庭

下
水
処
理
場
見
学
会

市
で
は
、
下
水
道
に
関
す
る
理

解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
市

で
管
理
す
る
11
の
下
水
処
理
場

で
見
学
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
処
理
場
で
は
、
ご
家
庭
か
ら

排
水
さ
れ
る
汚
水
を
、
さ
ま
ざ

ま
な
処
理
を
行
っ
て
き
れ
い
な

水
に
も
ど
し
、
河
川
へ
放
流
し

特
別
展「
御
仏
の
か
た
ち
Ⅱ
」　

　
桜
川
地
区
仏
教
遺
宝
を
開
催

迎
え
し
て
、特
別
展
講
演
会「
満

願
寺
如
来
立
像
と
茨
城
の
古
代

金
銅
仏
」を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
：
11
月
11
日（
日
）午
後

２
時
〜　
▽
場
所
：
図
書
館
２

階
視
聴
覚
室

●
稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１

１
／
稲
敷
市
八
千
石
18
番
地
１

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
特
別

展
「
御
仏
の
か
た
ち
Ⅱ　
～
稲

敷
市
桜
川
地
区
仏
教
遺
宝
展

～
」を
開
催
し
ま
す
。

▽
会
期
：
10
月
10
日（
水
）〜
11

月
25
日
（
日
）（
休
館
＝
月
曜
、
10

月
31
日（
水
）、11
月
23
日（
金
））

特
別
展
講
演
会

講
師
に
、後
藤
道
雄
先
生（
茨
城

県
文
化
財
保
護
審
議
委
員
）
を
お

か
ら
出
さ
れ
た
汚
水
が
、
処
理

場
で
き
れ
い
に
な
る
様
子
を
見

学
。処
理
さ
れ
た
水
の
き
れ
い

さ
に
驚
き
の
声
が
あ
が
っ
て
い

ま
し
た
。

下
水
道
へ
の
接
続
を

お
願
い
し
ま
す
！

環
境
に
優
し
い
公
共
下
水
道
も
、

利
用
さ
れ
な
い
と
効
果
が
あ
り

ま
せ
ん
。生
活
環
境
向
上
の
た

め
、
公
共
下
水
道
へ
の
す
み
や

か
な
接
続
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
稲
敷
市
下
水
道
課
（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
９
︲
７
８
︲
３
３
９

３（
直
通
）

見学できる下水道処理施設
①公共下水道江戸崎終末処理場※1

②農業集落排水鳩崎地区処理施設
③農業集落排水君賀地区処理施設
④特定環境保全公共下水道古渡西部浄化センター
⑤古渡東部地区農業集落排水処理施設
⑥阿波西部地区農業集落排水処理施設
⑦阿波東部地区農業集落排水処理施設
⑧浮島地区農業集落排水処理施設
⑨あずま浄化センター
⑩あずま中部浄化センター
⑪あずま南浄化センター
○利根浄化センター（利根町）※2

※1：見学は来年度から
※2：新利根地区の汚水を処理。見学可
※ この他、県の下水処理施設も見学できます

処理前（左）と処理後（右）
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第17回　根
ね
本
もと

望
のぞみ

さん

プロフィール
江戸崎総合高等学校陸上部所
属。今年の県総体で7種競技
2位、やり投げ6位に入賞し
関東大会出場。今年からパワ
ーリフティング競技に挑戦。
8月の全国大会で女子48kg 級
優勝。（トータル265kg 、全国高

校歴代2位、県新記録）18歳。

今月は、8月4日さいたま市立大宮
武道館で行われた「第25回全日本
高等学校パワーリフティング選手権
大会」に出場し、女子48kg 級で優
勝を飾った根本望さんです。

■競技を始めたきっかけ
もともと身体を動かすことが好きな
ので、高校入学後は陸上部に入りま
した。パワーリフティングを始めた
のは、陸上の体力強化のためだった
んです。試しにやってみると、思っ
た以上に結果が良かったので、今年
からは陸上と掛け持ちで始めまし
た。3月に行われた全日本選抜大会

に初出場したときは、バーベルを持
ち上げたものの競技ルール上失敗
し、記録なしに終わってしまいまし
た。しかし、5月に行われた県高校
大会では48kg 級に出場し優勝する
ことができました。

■優勝した感想は？
他の選手の方は何年も練習をして出
場しているのに、半年足らずで結果
が出るとは思いませんでした。すご
く嬉しかったですね。陸上とは違い
相手が重いバーベルなので、最初は、
握力がついていかなくて持ち上げる
のが大変でした。コーチの先生方や

励ましの言葉をかけてくださった多
くの先生方のおかげで、ここまで成
長することができました。

■今後の目標は？
11月に行われる「第2回常総CUP
パワーリフティング選手権大会」に
出場します。デッドリフトの高校日
本記録である125kg に挑戦して新
記録を出したいですね。あと、来年
は大学に進学して、パワーリフティ
ングを専門的に学んでみたいです。
将来はジュニア（19 ～ 23歳）部門で
優勝し、世界大会にも出場してみた
いですね。

稲 敷 で 生 き る 人 々
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青
少
年
と
大
人
の

交
流
事
業「
演
劇
公
演
」

県
で
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成

を
図
ろ
う
と
、
青
少
年
と
大
人

の
交
流
事
業
「
演
劇
公
演
」
を

行
い
ま
す
。県
南
地
域
の
高
校

３
校
と
大
人
の
２
劇
団
が
同
じ

舞
台
に
立
ち
、
５
つ
の
物
語
を

お
届
け
し
ま
す
。入
場
無
料
。

▽
日
時
：
10
月
14
日（
日
）午
前

９
時
30
分
〜
午
後
５
時　
▽
場

所
：
牛
久
市
中
央
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

●
茨
城
県
県
南
地
方
総
合
事
務

所
県
民
生
活
課
☎
０
２
９
︲
８

２
２
︲
７
０
２
６

東
京
医
大

見
学
体
験

東
京
医
科
大
学
霞
ヶ
浦
病
院
で

は
、
病
院
施
設
の
見
学
体
験
が

で
き
る
「
第
３
回
い
き
い
き
健

康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
同
病

院
を
中
心
と
し
た
４
会
場
で
開

催
し
ま
す
。

　
健
診
、
血
管
年
齢
測
定
、
脳

ト
レ
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
各
種
設
備

の
展
示
、
病
院
食
の
試
食
、
な

ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま

す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
10
月
21
日（
日
）午
前

10
時
〜
午
後
３
時

●
東
京
医
科
大
学
霞
ヶ
浦
病
院

☎
０
２
９
︲
８
８
７
︲
１
１
６

１
武
器
学
校
開
放

開
設
55
周
年

自
衛
隊
武
器
学
校
土
浦
駐
屯
地

で
は
開
設
55
周
年
を
記
念
し
て
、

駐
屯
地
を
一
般
開
放
し
ま
す
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
装
備
品
展

示
、
戦
車
試
乗
、
高
機
動
車
試

乗
、野
外
売
店
も
出
店
し
ま
す
。

▽
日
時
：
10
月
14
日（
日
）午
前

９
時
〜
午
後
３
時　
▽
場
所
：

陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校
（
土
浦

駐
屯
地
）　

▽
そ
の
他
：
雨
天

時
は
中
止
、
変
更
の
場
合
が
あ

り
ま
す

●
武
器
学
校
広
報
援
護
班
☎
０

２
９
︲
８
８
７
︲
１
１
７
１

（
内
線
２
２
６
〜
２
２
８
）

い
の
ち
の
電
話

公
開
講
座

茨
城
い
の
ち
の
電
話
で
は
、
自

殺
防
止
公
開
講
座
を
開
催
し
ま

す
。講
師
に
筑
波
大
学
名
誉
教

授
の
村
上
和
男
氏
を
招
い
て
、

「
生
き
て
い
る
。そ
れ
だ
け
で

す
ば
ら
し
い
〜
眠
れ
る
遺
伝

子
を
目
覚
め
さ
せ
よ
う
〜
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
講
演
会
を
行
い

ま
す
。

▽
日
時
：
10
月
13
日（
土
）午
後

２
時
〜
４
時　
▽
場
所
：
つ
く

ば
国
際
会
議
場
中
ホ
ー
ル
３
０

０　
▽
申
込
：
事
務
局
へ
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む
。

定
員
３
２
０
名
で
締
め
切
り

●
茨
城
い
の
ち
の
電
話
・
つ
く

ば
＝
☎
・
fax
０
２
９
︲
８
５
２

︲
８
５
０
５
（
月
〜
金
曜
日
／
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
）
／
水
戸
＝

☎
・
fax
０
２
９
︲
２
４
４
︲
４

７
２
２
（
月
〜
金
曜
日
／
正
午
〜

午
後
５
時
）

合
同
庁
舎
で

就
職
相
談

い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、「
就
職
に
関
す
る
出
張

相
談
」
を
県
稲
敷
合
同
庁
舎
で

行
い
ま
す
。一
般
的
な
就
職
相

談
、職
業
紹
介
、内
職
相
談
、キ

ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
職

業
適
性
診
断
な
ど
の
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。※
事
前
の
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
：
毎
月
第
３
水
曜
日

（
年
内
は
10
月
17
日
、
11
月
21
日
、

12
月
19
日
…
…
）
午
前
10
時
〜
正

午
／
午
後
１
時
〜
３
時　
▽
場

所
：
茨
城
県
稲
敷
合
同
庁
舎
２

階
第
１
会
議
室（
稲
敷
市
江
戸
崎

甲
５
４
１
）

●
い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ

ー
・
県
南
地
区
セ
ン
タ
ー
☎
０

２
９
︲
８
２
５
︲
３
４
１
０

若
年
者
就
職
基
礎
能
力

養
成
講
座

県
で
は
、「
若
年
者
就
職
基
礎

能
力
養
成
講
座
」
を
開
催
し
ま

す
。企
業
が
採
用
で
重
視
す
る

能
力
を
身
に
つ
け
る
講
座
で
す
。

受
講
後
も
就
職
決
定
ま
で
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。

▽
対
象
：
35
歳
未
満
の
若
年
者

（
学
生
は
対
象
外
）

県
南
会
場

▽
期
間
：
11
月
６
日（
火
）〜
13

日
（
火
）
の
６
日
間
（
土
日
を
除

く
）　

▽
場
所
：
県
土
浦
合
同

庁
舎
会
議
室
（
土
浦
市
真
鍋
５

︲
17
︲
26
）　

▽
申
込
：
い
ば

ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
・
県

南
地
区
セ
ン
タ
ー
（
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
け
ん
な
ん
）土
浦
市
真
鍋
５

︲
17
︲
26
／
☎
０
２
９
︲
８
２

５
︲
２
８
２
２（
平
日
：
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
）へ

●
茨
城
県
労
働
政
策
課
☎
０
２

９
︲
３
０
１
︲
３
６
４
５

HPhttp://w
w

w
.pref.

ibaraki.jp/bukyoku/
syoukou/rosei/kiso/
index.htm

l

再
就
職
を

サ
ポ
ー
ト

21
世
紀
職
業
財
団
で
は
、
結
婚
、

育
児
、
介
護
の
た
め
に
退
職
し
、

再
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
を
対

象
に
、「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
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ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。専
門
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
よ
る
再
就
職
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま

す
。

●（
財
）21
世
紀
職
業
財
団
茨
城

事
業
所
☎
０
２
９
︲
２
２
６
︲

２
４
１
３
／
水
戸
市
三
の
丸
１

︲
４
︲
73
水
戸
三
井
ビ
ル
12
Ｆ

年
金
無
料

電
話
相
談

茨
城
県
社
会
保
険
労
務
士
会
で

は
「
年
金
無
料
電
話
相
談
」
を

行
い
ま
す
。社
会
保
険
労
務
士

が
年
金
に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
相

談
に
応
じ
ま
す
。

▽
日
時
：
10
月
４
日（
木
）、
18

日（
木
）、
25
日（
木
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時　
▽
相
談
番
号
：

☎
０
２
９
︲
２
２
８
︲
２
６
５

０●
茨
城
県
社
会
保
険
労
務
士
会

☎
０
２
９
︲
２
２
６
︲
３
２
９

６
／
水
戸
市
本
町
３
︲
20
︲
８

本
町
壱
番
館
ビ
ル

中
高
年
者

縦
断
調
査

厚
生
労
働
省
で
は
、
中
高
年
者

縦
断
調
査
を
行
い
ま
す
。こ
の

調
査
は
、
毎
年
同
じ
方
に
、
継

続
的
に
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、健
康
、就
業
、社
会
活
動
な

ど
の
変
化
を
と
ら
え
、
施
策
に

活
か
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　
調
査
の
地
域
は
柴
崎
地
区
の

一
部
と
羽
生
地
区
で
、
対
象
は
、

平
成
17
年
、
18
年
の
調
査
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
方
で
す
。10

月
中
旬
か
ら
11
月
に
調
査
員
が

う
か
が
い
ま
す
。

　
お
答
え
い
た
だ
い
た
内
容
を

統
計
以
外
の
目
的
で
使
う
こ
と

は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

●
茨
城
県
竜
ヶ
崎
保
健
所
地
域

保
健
推
進
室
☎
０
２
９
７
︲
６

２
︲
２
１
６
２

来
年
度

学
院
生
を
募
集

県
立
土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院

で
は
、
来
年
度
の
学
院
生
を
募

集
し
ま
す
。

▽
募
集
：
機
械
技
術
科
、
自
動

車
整
備
科
、
情
報
技
術
科
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
科
／
定
員
：

各
課
20
名　

▽
資
格
：
高
校

（
中
等
）
を
卒
業
（
見
込
み
）
し
た

方
な
ど　
▽
受
付
：
10
月
29
日

（
月
）〜
11
月
９
日（
金
）　
▽
試

験
：
11
月
16
日（
金
）

●
茨
城
県
立
土
浦
産
業
技
術
専

門
学
院
☎
０
２
９
︲
８
４
１
︲

３
５
５
１

龍
ヶ
崎
家
族
会

（
精
神
障
害
）月
例
会

龍
ヶ
崎
地
方
家
族
会
「
ピ
ア
・

か
た
つ
む
り
」
で
は
、
障
害
を

持
つ
家
族
の
父
母
や
兄
弟
を
対

象
に
、
毎
月
１
回
「
家
族
を
支

え
る
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
会
は
、
ご
家
族
だ
け
が

参
加
で
き
る
会
で
、
病
気
や
福

祉
制
度
に
つ
い
て
の
勉
強
の
ほ

か
、
安
心
し
て
悩
み
を
話
し
合

い
、
多
く
の
参
考
意
見
が
聞
け

る
場
で
す
。事
前
の
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
日
時
：
11
月
９
日（
金
）午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分　
▽
場

所
：
稲
敷
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
（
稲
敷
市
伊
佐
津
３
２
３
９
︲

１
）
☎
０
２
９
７
︲
８
７
︲
６

１
１
１

●
龍
ヶ
崎
地
方
家
族
会
・
長
瀬

☎
０
９
０
︲
５
４
２
５
︲
２
２

３
６ト

ラ
ン
ポ
リ
ン

無
料
体
験

江
戸
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
無
料
体
験
教

室
を
行
っ
て
い
ま
す
。ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
運
動
は
、
身
体
運
動
の

能
力
開
発
や
、
脳
に
働
き
か
け

る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
注
目
を
浴

び
て
い
ま
す
。お
子
さ
ん
に
体

験
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
江
戸
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
＝

代
表
・
伊
藤
直
木
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
１
９
６
／
稲
敷
市

沼
田
２
５
９
３
番
地
10

食
生
活
講
座

受
講
者
募
集

市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

東
支
部
で
は
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ

ー
21
事
業
と
し
て
「
食
生
活
講

座
」を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
「
食
」
を
通
じ

て
、
身
体
の
状
態
や
生
活
態
度

に
基
づ
い
た
健
康
づ
く
り
が
で

き
る
「
実
践
者
」
を
増
や
し
て

い
く
全
国
的
な
活
動
で
す
。

　
教
室
で
は
、
推
進
員
が
講
師

と
な
っ
て
講
習
や
調
理
実
習
な

ど
を
行
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
教

室
に
参
加
し
て
食
生
活
な
ど
の

日
頃
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て

み
ま
し
ょ
う
。ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
日
時
：
11
月
25
日（
日
）午
前

９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分　

▽
場
所
：
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー　
▽
対
象
：
市
内
居
住

の
40
歳
以
上
の
方
／
定
員
20
人

／　
▽
申
込
：
11
月
１
日（
木
）

〜
13
日（
火
）に
申
し
込
む
。（
平

日
の
み
）
／
参
加
無
料
（
別
途
、

教
材
費
が
か
か
り
ま
す
）

●
稲
敷
市
健
康
増
進
課
（
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
０
２
９
７

︲
８
７
︲
６
１
１
１
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informationくらしと情報

納期限10月31日（水）
市県民税：3期
介護保険料：4期
国民健康保険税：4期

犬猫引取 10月の納税
手数料：2,000円（一匹）／場所：
江戸崎庁舎第2駐車場奥／日
時：10月4日（木）17日（水）午
後2時10分〜30分
●稲敷市生活環境課
tel.029-894-2327（直通）

▪法律相談・心配ごと相談・行政相談・人権相談
月日	 	 相談種類	 会場
10月4日（木）	 　、　、　	 桜川庁舎
10月11日（木）	 　、　、　	 ふれあいセンター
10月16日（火）	 　		  江戸崎庁舎
10月17日（水）	 　		  新利根庁舎
10月18日（木）	 　、　、		  東庁舎（分庁舎）
10月25日（木）	 　、　、　	 江戸崎公民館	
時間：　、　、　＝午後１時30分〜４時／　＝午後1時〜4時
　　法律相談　法律問題の相談に弁護士がお答えします。
電話でご予約ください。10月9日（火）・午前8時30分か
ら受付。定員は各会場6名です。
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）

　　心配ごと相談　日常生活の諸問題について相談に応じ
ます。電話でご予約ください。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
　　行政相談　行政に関する相談を受け付けます。直接ご
来場ください。
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）

　　人権相談　人権に関する相談に、人権擁護委員などが
お答えします。
●稲敷市人権同和対策室tel.029-892-2000（内線3300）

▪交通事故相談
日時：10月17日（水）・午前10時から午後3時まで／会場：茨城
県稲敷合同庁舎
●県南地方交通事故相談所tel.029-823-1123
▪家庭教育相談
専門の相談員が、子育てに関する悩みにお答えします。
日時：10月4日（木）、18日（木）・午前10時〜午後4時／場所：
各公民館・生涯学習センター／申込：要予約（会場含め）／アドバ
イザー：臨床心理士	 森本純代先生

●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）

▪茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の際に、看護師のアドバイスが受けられます。
平日の午後６時30分〜午後10時30分利用可能。プッシュ回線
の固定電話・携帯電話から＝tel. 局番なしの＃8000 ／非プッシ
ュ回線の固定電話・公衆電話から＝tel.029-254-9900

名称 相談内容 相談員 所在地・電話番号 方法・受付

教育相談 いじめ、不登校、友人関係など児
童生徒に関する教育相談全般 市教育相談員 市教育相談室（新利根庁舎）

tel.0297-87-0121（直通）
面接・電話：月〜金
午前9時〜午後5時

スクールカウ
ンセリング

上記と同様な内容
※江戸崎中・新利根中以外の方も利用
可（市内小中学校に限る）。全て予約制のた
め事前にお問い合わせください。

臨床心理に関し
専門的な知識・
経験を有したカ
ウンセラー

江戸崎中学校相談室
tel.029-892-3780（直通）

面接（予約）：火
午前9時〜午後5時

新利根中学校相談室
tel.0297-87-5033（直通）

面接（予約）：木
午前9時〜午後5時

家庭児童相談 養護、虐待、非行、育成、心身障害な
ど、乳幼児から児童に関する相談 市家庭相談員 市家庭児童相談室（新利根庁舎）

tel.0297-87-3247（内線3911）
面接・電話：月〜金
午前9時〜午後4時

▪ひとりで抱え込まないで!! いじめ・教育・児童福祉などの悩みにお応えします

▽子どもホットライン tel.029-221-8181（24時間受付　※ 午前零時〜9時は留守番電話）fax.029-302-2166　http://www.
edu.pref.ibaraki.jp/kodomo/top.htm　▽子どもの教育相談（面接・電話）茨城県教育研修センター内（笠間市平町1410）
tel.0296-78-2333（月・火・木・午前9時〜午後6時30分、水・金・午前9時〜午後4時30分）　▽生徒指導相談（面接・電話）県南教
育事務所内（土浦市真鍋5-17-26）tel.029-823-6770（火・木・金・午前9時〜午後6時30分、月・水・午前9時〜午後4時30分）　　
▽児童相談（面接・電話・訪問）茨城県土浦児童相談所（土浦市中高津2-10-50）tel.029-821-4595（月〜金・午前8時30分〜午後5
時15分）　▽人権相談（面接・電話）水戸地方法務局竜ケ崎支局（竜ヶ崎市2985）tel.0297-64-2607（月〜金・午前8時30分〜午
後5時）　▽茨城いのちの電話 tel.029-855-1000（毎日：24時間）・029-255-1000（毎日：午後1時〜8時）
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▪茨城県救急医療情報システム
休日や夜間に受診可能な医療機関が探せます。休日診療当番
医や小児科医による稲敷地域小児救急医療の情報もこちらで
確認できます。毎日24時間対応。
救急医療情報コントロールセンター＝tel.029-241-4199
救急医療情報システム＝ホームページhttp://www.qq.pref.
ibaraki.jp/ 、携帯サイトhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
▷休日医療当番医　午前9時から午後4時まで
▷小児救急輪番制　月〜金　午後６時〜９時
	 　　日曜　午前９時〜正午／正午〜午後３時
	 　　※土曜・祝日は行っていません　
■稲敷市子育て支援センター「あいアイ」（ふれあいセンター内）
月〜金曜日（祝日を除く）／午前９時〜午後４時
遊びたい時、いつでも・だれでも来られる所が稲敷市子育て
支援センター「あいアイ」です。子育て相談も行っています。
お気軽にご利用ください。また、各地区で「あいアイ広場」も
開催します。ご利用の場合には２日前（運動会は5日前）までに
電話予約をしてお越しください。
■あいアイ広場　開催時間：午前10時半〜11時半
10月3日（水）	 東保健センター／体をうごかしてあそぼう
10月9日（火）	 桜川保健センター／虫かごを作ろう
10月13日（土）	 新利根体育館／ちびっこ運動会	
10月16日（火）	 江戸崎保健センター／虫かごを作ろう
10月18日（木）	 あいアイ／虫かごを作ろう
10月19日（金）	 東保健センター／虫かごを作ろう
10月24日（水）	 あいアイ／散歩（虫かごを持って）

10月25日（木）	 あいアイ／誕生会（10月生まれ）

※対象は０〜３歳の子どもと保護者。
●稲敷市子育て支援センター「あいアイ」tel.0297-87-7070
▪園庭開放　活動時間：午前10時～ 12時�
保護者同伴の子どもたちに、保育所のお庭を開放します。�
▷江戸崎第2保育所	 第1・3火曜日
▷桜川保育所		  毎週水曜日

informationくらしと情報

発生件数：24（190）
　負傷者：40（247）
　　死者：0（3）
※8月1日〜31日
かっこ内は年累計

市の人口（常住人口） 交通事故件数
総人口：48,290人（-34）
　　男：23,892人（-23）
　　女：24,398人（-11）
世帯数：14,876戸（-1）
※9月1日現在。（ ）は前月比

▪いなしき健康相談
医師が医療相談などに、24時間年中無休でお答えします。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389
▪子育てカレンダー　活動時間：午前10時～ 11時30分
□子育て支援センター : 新利根つばさ保育園tel.090-2210-7355
10月2日（火）	 子育て運動会（０歳児）／ 60組
10月4日（木)	 サロンの日／どなたでも
10月10日（水）	はいはい広場（はいはいの赤ちゃん）／ 15組
10月11日（木）	あかちゃん広場（はいはい前の赤ちゃん）／ 15組
10月15日（月）	伝承講座（手芸）／ 15組
10月16日（火）	うさちゃん広場（１歳半～２歳半）／ 15組
10月18日（木）	保育園遠足体験／ 15組
10月23日（火）乳幼児健康講話／ 15組
10月25日（木）	くまちゃん広場（2歳半～）／ 15組
10月30日（火）	りすちゃん広場（1歳〜1歳半）／15組
10月31日（水）ムーブメント（2歳半～）／ 15組
□子育て支援センター : 江戸崎保育園tel.090-3232-2680
10月2日（火）	 子育て運動会（０歳児）／ 60組
10月３日（水）・10日（水）・17日（水）・24日（水）

	 子育て広場／どなたでも
10月6日（土）	 江戸崎保育園運動会（新利根体育館）／どなたでも
10月15日（月）	伝承講座（手芸）／ 15組
10月18日（木）	保育園遠足体験／ 15組
10月23日（火）乳幼児健康講話／ 15組
10月31日（水）絵本の広場／どなたでも

稲敷市地域交流スペース
特別養護老人ホーム水郷荘３階　tel.0299-79-2319
教室名	 日時
陶芸教室（予約制）	 火・木曜＝午後1時〜／日曜＝午前9時〜
囲碁教室	 月曜 午後１時〜
カラオケ教室	 火・土曜 午後１時30分〜
太極拳教室	 10月10日（水） 午後1時30分〜
生花教室	 10月18日（木） 午後1時30分〜
手話愛好会	 10月19日（金） 午後7時〜
料理教室	 10月22日（月） 午前10時〜
リハビリ体操教室	 10月22日（月） 午後1時〜
絵手紙教室	 10月24日（水） 午後1時30分〜
茶道教室	 10月25日（木） 午前10時〜
ゆきちゃんの音楽会	 10月26日（金） 午後2時〜
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市
長
へ
の
手
紙
か
ら（
抜
粋
）

市
民
の
声
に

　
　
答
え
ま
す

茨城ゴールデンゴールズ
稲敷応援フェスティバル開催!!

茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
が

稲
敷
市
（
旧
桜
川
村
）
桜
川
球
場

を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
活
動

を
開
始
し
て
３
年
目
。今
年
度
、

念
願
の
全
日
本
ク
ラ
ブ
選
手
権

で
優
勝
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
地

元
球
団
、
茨
城
GG
を
応
援
し
ま

し
ょ
う
！ 

　
茨
城
GG
が
、
日
頃
応
援
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
後
援
会
や
稲

敷
市
民
の
皆
さ
ん
と
ふ
れ
あ
う

た
め
に
、
野
球
教
室
や
紅
白
試

合
（
前
川
清
氏
が
臨
時
監
督
就
任
）、

握
手
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

1
少
年
野
球
教
室

▽
開
催
時
間
：
午
前
９
時
30
分

～
午
前
11
時
30
分

▽
対
象
者
：
市
内
在
住
の
小
中

学
生
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球

チ
ー
ム
に
在
籍
す
る
小
学
生
・

中
学
校
野
球
部
ま
た
は
シ
ニ
ア

リ
ー
グ
、
ボ
ー
イ
ズ
リ
ー
グ
に

在
籍
す
る
中
学
生

▽
参
加
申
込
：
10
月
11
日（
木
）

ま
で
に
、
企
画
課
へ
申
し
込
む

（
氏
名
、住
所
、年
齢
）

※
チ
ー
ム
単
位
で
の
参
加
の
場

合
は
、
代
表
者
が
名
簿
を
提
出

く
だ
さ
い
。

2
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ

　
紅
白
戦

萩
本
欽
一（
監
督
）VS

　
前
川
清（
臨
時
監
督
）

両
監
督
の
采
配
の
ゆ
く
え
は
？

ト
ー
ク
合
戦
の
勝
者
は
、
ど
っ

ち
？

▽
時
間
／
開
場
：
午
前
９
時
30

分
／
開
始
：
午
後
１
時

▽
入
場
料
／
５
０
０
円
（
当
日

桜
川
運
動
公
園
で
午
前
９
時
30
分
よ

り
先
着
順
で
販
売
し
ま
す
）

3
選
手
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム

▽
開
場
時
間
：
紅
白
戦
終
了
後

▽
入
場
：
紅
白
戦
入
場
チ
ケ
ッ

ト
で
入
場
で
き
ま
す

▽
内
容
：
茨
城
GG
選
手
と
の
握

手
会
（
記
念
撮
影
・
サ
イ
ン
可
）

／
抽
選
会

□
雨
天
時

グ
ラ
ン
ド
状
況
に
よ
り
試
合
が

で
き
な
い
場
合
は
、
桜
川
体
育

館
で
午
後
１
時
か
ら
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
を
予
定
。入
場
無
料
。

■問合せ
稲敷市企画課
☎029-892-2649

■
市
民
か
ら
の
ご
意
見

学
校
へ
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
導
入
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

■
市
長
か
ら
の
回
答

心
停
止
者
の
救
命
と
し
て
、「
迅

速
な
通
報
」、「
迅
速
な
心
肺
蘇

生
」、「
迅
速
な
除
細
動
」、「
二

次
救
命
処
置
」。救
命
の
連
鎖

と
い
わ
れ
る
こ
の
４
つ
の
な
か

で
も「
迅
速
な
除
細
動
」は
、１

分
で
も
１
秒
で
も
早
く
実
施
す

る
こ
と
が
救
命
率
向
上
に
重
要

と
さ
れ
て
お
り
、
ご
指
摘
の
自

動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

使
用
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
そ

の
安
全
性
・
信
頼
性
が
確
立
し

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
稲
敷
市
で
は
現
在
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
普
及
啓
発
に
取
り
組
み
は
じ

め
、
市
民
に
対
す
る
救
命
へ
の

関
心
や
協
力
意
欲
の
向
上
を
推

進
し
て
お
り
ま
す
。同
時
に
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
の
促
進
に
つ
い
て

も
計
画
的
に
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
教
育
現
場
で
も
、
学
校
管
理

下
の
応
急
手
当
や
学
習
指
導
要

領
に
基
づ
く
児
童
生
徒
へ
の
指

導
を
充
実
さ
せ
て
い
く
と
と
も

に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及
・
啓
発
が

重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

現
在
、
学
校
教
育
現
場
へ
の
設

置
に
向
け
、
関
係
す
る
部
署
と

連
携
・
協
議
を
持
ち
な
が
ら
、

市
内
の
中
学
校
４
校
と
小
学
校

16
校
に
対
し
て
の
配
置
先
や
設

置
数
な
ど
を
考
慮
し
、
計
画
的

な
整
備
を
進
め
て
い
く
考
え
で

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
非
医
療
従
事
者
が
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
場
合
、「
必

要
な
講
習
を
受
講
す
る
こ
と
」

等
の
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
受
講
促
進
も
課

題
で
す
。教
職
員
は
も
と
よ
り
、

現
場
に
居
合
わ
せ
た
方
が
い
か

に
自
信
を
持
っ
て
、
適
正
に
手

当
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
が

重
要
で
す
。今
後
、
医
療
従
事

者
や
、
警
察
、
消
防（
救
急
救
命

士
等
）
等
の
専
門
的
立
場
の
皆

さ
ん
に
も
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
お
し
た
普

及
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

全日本クラブ選手権大会優勝記念

稲敷の地元球団茨城GGと楽しい一日を過ごしましょう！
とき：10月13日（土）　ところ：桜川運動公園野球場
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稲敷バラエティー

aさやいんげんの信田巻き
材料（４人分）▷さやいんげん160g ▷油揚げ4枚▷に

んじん80g ▶だし汁2カップ▶砂糖大1・1/3▶みりん

大2▶しょう油20g

作り方
1油揚げは熱湯で油抜きをし、4辺の端を切り2
枚に開く。
21の手前側にいんげんを等分に置き、芯にして
巻く。にんじんは1cm 厚の半月切りにする。
3鍋に▶の調味料を煮立たせ信田巻きの巻き終
わりを下にして隙間のないように並べる。あいて
いる所ににんじんも加える。
4落とし蓋をして中火で約10分位煮、火を消す。
そのまま冷まし、2〜3等分に切り分けて皿に盛
り、にんじんも添える。

bひじきと牛肉の煮物

材料（4人分）▷長ひじき40g ▷牛肩ロース脂なし80g

▷にんじん60g ▷ピーマン60g ▷サラダ油大1▷だ
し汁2カップ▶砂糖大1▶しょう油大1・1/3
作り方
1長ひじきは水で戻し、長ければ食べやすく切る。
2にんじんは3〜4mm 厚さのいちょう切りに、
牛肉とピーマンは千切りにする。
3鍋に油を熱して牛肉とにんじんを中火で1〜2
分いため、ひじきを加えてひといためする。だし
汁を加えて沸騰したらアクを取り、落とし蓋をし
て7〜8分煮る。
4▶の調味料を加えて弱火にし、煮汁が1/3に
なったらピーマンも加えて更に1〜2分煮る。

Cズッキーニのチーズ焼き

材料（4人分）▷ズッキーニ200g ▷塩1g ▷こしょう

少々▷オリーブ油小2▷ピザ用チーズ40g

作り方
1ズッキーニは5mm 幅の輪切りか半月切りにし
塩とこしょうをする。
2フライパンに油を熱し、ズッキーニをいためる。
3ズッキーニを平にひとまとめにし、ピザ用チー
ズを均等にのせ、蓋をしてチーズを溶かす。

右のレシピ３品とご飯（150g）の栄養量
エネルギー 587kcal ／たんぱく質17.3g ／脂質22.4g
／カルシウム318mg ／塩分2.8g

今回の料理に挑戦していただいた稲敷市食生活改善推進員協
議会江戸崎支部（ヘルスメイト）のみなさんと、指導してくだ
さった山本栄養士

食生活改善で
ヘルシーな毎日を！
＜ヘルスメイトからの提案＞
骨粗鬆症予防の食事
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1
い
な
し
き
夏
ま
つ
り

８
月
25
日
「
２
０
０
７
い
な
し
き
夏
ま

つ
り
」
が
江
戸
崎
総
合
運
動
公
園
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。日
中
は
、
屋

外
ス
テ
ー
ジ
で
市
保
育
園（
所
）や
幼
稚

園
の
児
童
た
ち
の
発
表
、
各
種
団
体
の

芸
能
披
露
、
ま
た
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
。熱
気
に
あ

ふ
れ
た
催
し
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
メ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
花
火
大
会
は
、
お
月

様
を
撃
ち
落
と
す
よ
う
な
勢
い
で
、
光

と
音
の
祭
典
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
翌
日
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

清
掃
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。▽
平
政

の
会
、友
歩
会
、筑
浦
協
議
会
、船
の
会

（
順
不
同
、敬
称
略
）

2
爆
笑
稲
敷
ラ
イ
ブ

「
笑
遊
の
郷
」主
催
の「
爆
笑
稲
敷
ラ
イ

ブ
」
が
8
月
25
日
、
江
戸
崎
公
民
館
で

開
催
さ
れ
、
若
者
か
ら
お
年
よ
り
ま
で

約
４
０
０
名
が
来
場
。第
一
部
は
、
茨

城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
福
井
敬
治
選

手
が
ゲ
ス
ト
出
演
し
た
欽
ち
ゃ
ん
劇
団

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
公
演
で
、
会
場
は
爆
笑

の
渦
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。第
二
部
は
、

予
備
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
稲
敷
枠
５
組

と
、
東
京
の
芸
人
さ
ん
7
組
に
よ
る
お

笑
い
バ
ト
ル
が
行
わ
れ
、
得
意
の
持
ち

ネ
タ
を
披
露
し
ま
し
た
。今
回
勝
ち
残

っ
た
４
組
と
、
予
選
Ａ
の
４
組
、
計
８

1a

1b

1c

1d
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2a

組
が
12
月
８
日
の
決
勝
に
進
み
ま
す
。

3
防
犯
少
年
柔
剣
道
大
会

８
月
11
日
、
美
浦
中
学
校
を
会
場
に
、

稲
敷
地
区
防
犯
少
年
柔
剣
道
大
会
が
開

催
さ
れ
、
市
内
の
４
中
学
と
美
浦
中
の

柔
剣
道
部
の
生
徒
た
ち
が
参
加
。日
頃

の
練
習
の
成
果
を
ぶ
つ
け
合
い
ま
し
た
。

4
お
は
な
し
隊
が
や
っ
て
き
た

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
い
ア
イ
」

へ
８
月
21
日
に
講
談
社
の
「
お
は
な
し

隊
」
が
訪
れ
、
集
ま
っ
た
親
子
づ
れ
な

ど
約
50
人
が
紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

5
第
二
保
育
所
で
野
菜
の
収
穫

江
戸
崎
第
二
保
育
所
で
は
、
食
育
の
一

環
と
し
て
野
菜
の
栽
培
を
今
年
か
ら
行

っ
て
い
ま
す
。保
育
所
と
な
り
の
ミ
ニ

農
園
で
、
ナ
ス
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ス
イ

カ
な
ど
を
栽
培
。こ
の
日
は
、
４
歳
児

24
人
が
先
生
と
収
穫
作
業
。汗
を
か
き

な
が
ら
も
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
ナ
ス
な
ど

を
一
つ
一
つ
収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

□
善
意
の
寄
付

あ
た
た
か
い
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽
自
動
車
整
備
振
興
会
江
戸
崎
支
部
よ

り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
の
募
金
４
万

５
０
０
０
円

で・き・ご・と
8-9月
市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）

2b

5

34
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精神保健
内容：こころの健康、悩み、病気についてご相談ください。／申込：予約制。ふれあいセンターへ申し込む
11月13日（火）	 こころの健康相談	 午後1時30分〜3時30分	 ふれあいセンター
11月13日（火）	 こころのリハビリ	 午前10時〜11時30分	 ふれあいセンター
11月20日（火）	 こころの健康相談	 午後1時30分〜3時30分	 東保健センター

乳幼児予防接種
申込：予約制。ふれあいセンターへ申し込む。11月実施分は10月22日（月）から受け付け
11月6日（火）	 ポリオ	 午後1時10分〜40分	 江戸崎保健センター
11月12日（月）	 三種混合	 午後1時30分〜2時	 東保健センター
11月15日（木）	 ポリオ	 午後1時10分〜40分	 ふれあいセンター
11月20日（火）	 三種混合	 午後1時10分〜40分	 江戸崎保健センター

マタニティースクール
申込：対象者（平成20年1月〜3月出産予定日の妊婦）には通知。予約制。ふれあいセンターへ申し込む
11月19日（月）	 マタニティースクール①	 午前10時〜午後3時	 江戸崎保健センター
11月27日（火）	 マタニティースクール②	 午前10時〜午後3時	 江戸崎保健センター

離乳食相談・住民健康相談
内容：保健師、栄養士が、赤ちゃんの離乳食や健康の相談にお答えします／申込：予約制、ふれあいセンターへ申し込む
11月19日（月）	 午前10時〜11時	 桜川保健センター

健診
地区健診

受付：午前10時～ 11時、午後1時30分～ 2時30分／申込：不要、大腸がん検診は事前に申し込みが必要／詳しくは「保
健行事予定表」（3月配布済み）を参照
11月6日（火）	 午前＝桜川保健センター	 午後＝馬渡地区防災センター
11月7日（水）	 午前・午後＝桜川総合運動公園体育館	
11月8日（木）	 午前＝戸前集落センター	 午後＝浮島中央集落センター
11月9日（金）	 午前＝四箇地区防災センター	 午後＝神宮寺集落センター

健診予約
予約期間にふれあいセンターへ申し込む。受付時間：午前8時30分～午後5時15分／詳しくは「保健行事予定表」（3月

配布済み）を参照
総合健診

予約：11月12日（月）〜14日（水）	 実施：12月8日（土）	 会場：ふれあいセンター

献血
血液が不足しています。ご協力お願いします
11月28日（水）	 午前10時〜午後3時30分	 江戸崎ショッピングセンターパンプ
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●稲敷市健康増進課ふれあいセンター tel.0297-87-6111（直通）

保健センター

今年4月から事務効率化のため、各保
健センターの事務を、ふれあいセンタ
ーに統合しました。このため、保健セ
ンターで事業がない場合は、職員が不
在となります。また、各保健センター
への電話はすべてふれあいセンターへ
転送となっています。
　これまで保健センターで行っていた

母子手帳の交付は、各庁舎の総合窓口
課で行っています。各種手続きの中で
引き続き保健センターで行えるものも
ありますので、詳細はお問い合わせく
ださい。
　なお、健診など事業はこれまでどお
り保健センターで行います。
●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター）

　　　保健センターへの問い合わせ
　　　　　今年4月から、ふれあいセンターに統一

tel.0297-87-6111

インフルエンザは普通のかぜと同じよ
うにのどの痛み、鼻汁、咳などの症状
も見られますが、38度以上の発熱、
頭痛、関節痛、筋肉痛などの症状が突
然現れ、重症化することもあります。
　また、インフルエンザは感染力が強
く、短期間に多くの人へと空気感染で

広がります。

予防するには
①流行前に予防接種を受ける。効果が

でるまでに約2週間、効果は5か月
間。

②帰宅時の手洗い、うがい
③適度な湿度を保つ
④十分な休養と栄養をとる
⑤人ごみを避ける
⑥外出時にはマスクをつける。

予防接種対象の皆様へ
市では、インフルエンザ予防接種にか
かる費用の一部を公費負担します。対
象者には予診票兼接種券を10月中旬

　　　インフルエンザの時期がやってきます
　　　　　接種をうけて、流行を予防しましょう

に送付します。
対象者
① 65 歳以上の

方
②60歳以上65

歳 未 満 で 心
臓、腎臓、呼吸器に障害を持ってい
る方（障害1級）

　※ 年齢は接種当日
補助額
▽2,000円
接種
▽接種方法：医療機関で個別に接種し
てください　▽時期：10月15日（月）

〜12月28日（金）　▽回数：1回
●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター）

tel.0297-87-6111
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トランポリン大会
第35回全日本ジュニアトランポリン
競技選手権大会が、厚木市萩野運動公
園体育館（神奈川県）で7月26日〜29
日に行われ、市内の「江戸崎スポーツ
クラブ」に所属する4人の選手が上位
入賞を果たしました。石川和

やまと
くん（江小

／左から3人目）が、低学年個人と団体

生涯学習
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439（直通）

む　▽その他：クラブ、手袋、運動靴な
ど用具は各自用意
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利

根庁舎）tel.0297-87-3439

さわやかハイキング
さわやかハイキングを開催します。コ
ースは、江戸崎体育館から羽賀台まで

　　　教室の参加者募集
　　　　　ゴルフ大会、ハイキングなど

キックボクササイズ教室
無酸素運動であるキックボクシングの
要素と、有酸素運動であるエアロビク
スの要素をとりいれた運動です。健康
だけでなく、ストレスの解消にも。
▽日時：10月25日〜12月13日／毎
週木曜日／午前 10 時 30 分〜 11 時
30分／全8回　▽場所：江戸崎体育
館サブアリーナ　▽参加費：2,000円

（教室初日に徴収）　▽定員：35名程度
　▽申込：10月10日（水）〜19日（金）

に江戸崎総合運動公園へ申し込む
●江戸崎総合運動公園tel.029-892-
8661

ゴルフ教室
初心者、初級者を対象とした「市ゴル
フ教室」を開催します。
▽場所：セベバレステロスGC　▽日
時：10月26日（金）、29日（月）、11
月7日（水）、12日（月）、19日（月）、
30日（金）、12月17日（月）、21日（金）

／全8回／※変更になる場合あり　
▽対象：市在住の18歳以上のゴルフ
初心者、初級者　▽定員：12名（先着順）

　▽参加費：12,000円（練習用ボール

代込み）※教室初日に徴収　▽講師：
セベバレステロスGC 所属プロほか　
▽申込：10月9日（火）〜19日（金）（平

日のみ）に生涯学習課へ電話で申し込

の往復約7km 。さつまいも堀りも行
います。
▽日時：10月20日（土）午前9時〜正
午（受付＝午前8時30分）／※雨天順延
21日（日）　▽集合：江戸崎体育館前
　▽対象：市民で健康な方（小学3年生

以下は保護者同伴）※ベビーカー不可　
▽申込：10月12日（金）までに江戸崎
運動公園へ申し込む。定員300名で締
め切り　▽必要な物：①飲物　②軍手
●江戸崎総合運動公園tel.029-892-
8661

で2位、大内颯
はやた

くん（江小／左から2人

目）が同じく団体で２位となりました。
中学生の部では、白

しら
糠
ぬか

遼
りょう

さん（江中/ 右）

が個人4位と団体2位となり、白糠慧
けい

さんが（江中／左）同じく団体2位とな
りました。

軟式野球青年大会
第56回全国青年大会（軟式野球）県予
選会が、8月18日に茨城町総合運動
公園野球場で行われました。市の代表
として市体育協会軟式野球連盟の35
歳未満の選手が出場し、見事優勝を果
たしました。11月9日から東京で行
われる全国青年大会に出場します。

　　　大会結果
　　　　　トランポリン大会、軟式野球大会
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	 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
	 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-4110
	 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
	 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

図書カレンダー10月

市立図書館休館日＝■
	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
	 	 1	 2	 3	 4	 5	 6
	 7	 8	 9	 10	 11	 12	 13
	 14	 15	 16	 17	 18	 19	 20
	 21	 22	 23	 24	 25	 26	 27
	 28	 29	 30	 31
江戸崎図書室
毎週月曜日、10月9日（火）、30
日（火）休室
新利根・桜川図書室
毎週月曜日、10月9日（火）休室
■開館（室）時間：午前9時〜午後
５時、※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

ます。
新利根図書室
▽日時：10月13日（土）午前10時〜
11時　▽場所：新利根公民館和室
江戸崎図書室
▽日時：10月20日（土）午後2時〜3
時　▽場所：江戸崎公民館和室2

文化祭による休室
江戸崎図書室
▽期間：11月2日（金）〜7日（水）

新利根図書室
▽期間：11月1日（木）〜7日（水）

桜川図書室
▽期間：10月26日（金）〜11月7日

（水）

申し込む　▽定員：70人

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。
▽日時：10月28日（日）午前10時30
分〜

新着図書
「挑戦巨大外資　上、下」高杉良、「小沢
昭一座談」小沢昭一、「匿われている深
い夢」岩井志麻子、「Hero 映画版」福
田靖、「湿地帯」宮尾登美子、「ゾラ・一
撃・さようなら」森博嗣、「ビター・ブ
ラッド」零井脩介、「エスピオナージ」
麻生幾　ほか

公民館図書室

おはなし会
ボランティアの方が絵本を読んでくれ

市立図書館

インターネットができます
館内に、インターネットが出来る端末
を1台設置しました。使用する場合は、
カウンターで手続きをお願いします。
利用時間は1回30分以内です。

10月の展示
おりがみを楽しんでみませんか？
お子さんとご一緒に、また、お年寄り
のリハビリなどに……。異なった素材
や、身近にある紙で折ってみると意外
な発見があるかもしれません。作り方
を教えたり、プレゼントしたり暮らし
の中のおりがみを楽しんでください。

子ども映画会
▽題名：「オズの魔法使」（洋画／吹き替

え）　▽日時：10月13日（土）、14日
（日）午後2時〜（上映時間1時間41分）

　▽申込：当日、図書館カウンターへ

新着図書（図書館）
「リバース」石田
衣良、「山手線内
回り」柳美里、「狸
穴あいあい坂」諸
田玲子
※ 写真左から
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平
成
十
九
年
一
月
二
十
四
日
ま

で
、
茨
城
県
立
歴
史
館
（
水
戸

市
）
に
於
て
「
祈
り
の
風
景
」

—

新
年
を
祝
う—

と
い
う
テ

ー
マ
で
、
伊
佐
津
、
初
不
動
の

こ
と
が
紹
介
さ
れ
、
不
動
明
王

立
像
、
宝
剣
背
負
厨ず

子し

、
十
二

天
像
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。歴

史
館
の
説
明
に
よ
り
ま
す
と
、

初
不
動
は
正
月
二
八
日
で
、
そ

の
年
は
じ
め
て
の
不
動
尊
の
縁

日
に
あ
た
り
ま
す
。
伊
佐
津
、

不
動
堂
の
初
不
動
は
戦
前
ま
で

は
大
変
な
賑に
ぎ

わ
い
を
見
せ
、「
成

田
（
新
勝
寺
）
の
食
い
道
楽
、
伊

佐
津
の
着
道
楽
」
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
、
大
変
な
お
め
か
し
を
し

て
参
詣
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
年
一
月
二
十
八
日（
日
）早

速
、
伊
佐
津
初
不
動
に
参
詣
の

機
会
を
得
ま
し
た
。

　

快
晴
の
お
だ
や
か
な
日
で
、

「
奉
献
不
動
尊　

昭
和
五
十
壱

年
丙へ
い

辰し
ん

初
春　

伊
佐
津
」
と
書

か
れ
た
大
き
な
幟の
ぼ
りが
立
ち
、
注し

連め

縄な
わ

を
く
ぐ
る
と
、
一
対
の
苔

む
し
た
灯と
う

篭ろ
う

が
あ
り
、
す
ぐ
に

不
動
尊
の
御み

前
に
参
詣
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。縁
側
に
受

付
所
が
あ
り
、
三
々
五
々
参
詣

す
る
人
々
が
集
ま
っ
て
き
ま
し

た
。「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。」
と
言
っ
て
挨あ
い

拶さ
つ

を
交
わ

し
ま
す
。今
で
も
伊
佐
津
は
も

と
よ
り
、柴
崎
、寄
居
、寺
地
な

ど
か
ら
参
詣
者
が
見
え
る
と
の

こ
と
で
す
。堂
内
に
は
伊
佐
津
、

円
福
寺
の
住
職
を
は
じ
め
参
詣

者
に
ふ
る
ま
い
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。堂
内
の
壁
に
は
十
二

天
の
掛
軸
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。参
詣
人
が
い
た
だ
い
て

帰
る
お
札
に
は
「
常
州
稲
敷
郡

伊
佐
津
安あ
ん

穏の
ん

台だ
い

金こ
ん

剛ご
う

山さ
ん

注ち
ゅ
う

連れ
ん

縄じ
ょ
う

庵あ
ん

」と
書
か
れ
て
い
て
、
不

動
明
王
の
絵
図
が
あ
り
、
火
伏

ふ
る
さ
と
探
訪
　
第
20
回

　
　
伊
佐
津
の
初
不
動

　
　
　
　
う
け
つ
が
れ
る
新
年
最
初
の
ご
縁
日

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
坂
本
弥
太
郎

が
わ
か
り
ま
す
。

　

不
動
堂
は
無
住
に
な
っ
て
か

ら
、
岡
野
久
右
衛
門
家
が
祠
守

し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
篠

田
久
右
衛
門
家
が
私
財
を
投
じ

て
祠
守
し
て
い
ま
す
。

　

今
も
不
動
尊
の
縁
で
嫁
が
き

ま
っ
た
と
か
、
障
し
ょ
う

子じ

や
蒲
団
が

焼
け
た
が
不
動
尊
の
お
か
げ
で

火
事
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た

と
か
、
不
動
尊
信
仰
の
声
は
絶

せ
の
神
で

あ
る
こ
と

え
る
こ
と
な
く

地
元
住
民
に
息

づ
い
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

●
歴
史
民
俗
資

料
館
☎
０
２

９
９
︲
７
９

︲
３
２
１
１不動尊と篠田さん

伊佐津不動尊全景

1月28日参詣風景

1月28日参詣受付
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ar
ts

 a
nd

 li
te

ra
tu

re
稲
敷
文
芸

俳句

短歌

百
ま
で
も
生
き
る
気
構
え
夏
最
中	

坂
本
美
園（
戸
張
）

夕
風
に
蜩
声
を
張
り
に
け
り	

金
野
み
ど
り（
小
角
）

丁
寧
に
墓
を
洗
い
て
三
回
忌	

武
部
三
郎（
小
角
）

曽
祖
母
の
知
ら
ぬ
児
も
来
て
墓
参
り	

岡
村
敏
子（
新
山
）

娘
や
孫
と
眺
め
た
月
を
一
人
見
る	

下
田
ま
さ
え（
月
出
里
）

朝
顔
の
盛
り
と
な
り
し
今
朝
の
庭	

栗
山
美
鈴（
田
宿
）

一
刷
毛
の
薄
き
雲
湧
く
今
朝
の
秋	

溝
口
民
城（
高
田
）

師
を
偲
び
紫
苑
は
つ
ぼ
み
三
年
忌	

中
條
や
い
子（
大
宿
）

応
援
の
団
扇
の
乱
舞
甲
子
園	

根
本
京
子（
高
田
）

詫
び
ご
と
は
く
ど
く
は
云
は
ず
冷
し
酒	

青
木
富
喜
代（
月
出
里
）

滴
り
の
凉
を
貰
い
し
山
の
水	

宮
本
芳
子（
切
通
）

ひ
ぐ
ら
し
の
声
の
乗
り
た
る
風
の
向	

代
静（
犬
塚
）

水
打
て
ば
花
に
命
が
甦
え
る	
福
本
き
み
え（
新
山
）

訪
ね
来
し
子
に
問
ふ
宿
題
百
日
紅	
細
川
え
つ
子（
荒
宿
）

た
ゞ
じ
っ
と
耐
ゆ
る
他
な
き
猛
暑
か
な	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

仏
だ
ん
に
匂
い
香
わ
し
山
百
合
の	

小
貫
好
江（
浮
島
）

古
き
よ
り
絶
え
ざ
る
泉
法
の
池	

大
久
保
フ
ク（
古
渡
）

熱
帯
夜
朝
の
打
ち
水
楽
し
み
に	

高
須
湖
城（
浮
島
）

日
焼
け
の
手
皺
く
た
く
た
に
恙
無
く	

根
本
ナ
カ（
神
宮
寺
）

鈴
虫
の
声
店
内
に
満
ち
溢
れ	

高
柳
幸
子（
古
渡
）

う
れ
し
く
て
う
れ
し
く
て
子
の
夏
帽
子	

永
長
小
夜（
古
渡
）

新
盆
の
家
に
明
る
き
ニ
ュ
ー
ス
あ
り	

坂
本
き
よ
子（
下
馬
渡
）

雨
合
羽
脱
い
で
案
山
子
の
役
目
終
え	

山
崎
幸
子（
浮
島
）

亡
き
父
の
読
経
の
声
は
格
別
と
褒
め
し
故
老
も
幽
界
に
入
る	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

サ
イ
フ
ォ
ン
の
中
の
コ
ー
ヒ
ー
ボ
コ
ボ
コ
と
踊
る
音
色
に
し
ば
し
聞
き
入
る	

上
村
喜
佐
子（
小
角
）

迎
え
火
の
ゆ
ら
ぐ
炎
を
な
が
め
つ
つ
耳
を
す
ま
せ
ば
あ
の
夫
の
声	

鴻
野
ハ
ル
エ（
田
宿
）

じ
り
じ
り
と
照
り
渡
り
た
る
稲
田
原
穂
孕
み
は
じ
む
る
黄
の
波
ゆ
る
る	

小
嶋
ふ
く
江（
大
宿
）

楽
章
の
聞
こ
ゆ
る
如
し
稲
田
波
葉
づ
れ
さ
や
さ
や
さ
や
れ
る
音
は	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

色
づ
け
る
広
き
稲
田
に
点
々
と
案
山
子
は
今
日
も
鳥
追
い
て
立
つ	

野
沢
と
よ（
羽
賀
）

し
ず
か
な
る
人
と
行
き
交
う
盆
参
り
定
め
の
場
所
に
火
を
灯
す
な
り	

松
本
静
子（
西
町
）

八
月
と
言
う
月
悲
し
夫
と
娘
が
共
に
帰
り
来
声
な
き
ま
ま
に	

三
島
文
子（
佐
倉
）

夏
休
み
幼
と
脱ぬ

け
殻が
ら

あ
つ
め
来
て
網
戸
に
鳴
き
し
ミ
ン
ミ
今
歯
科
医	

柳
町
ひ
さ（
柴
崎
）

こ
ん
が
り
と
ト
ー
ス
ト
色
の
少
女
た
ち
眼
球
ま
で
も
黒
光
り
し
て	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

か
し
ま
し
く
蟬
鳴
く
庭
に
み
そ
萩
の
咲
き
出い

で
早
も
お
盆
近
づ
く	

諸
岡
久
子（
下
太
田
）

習
志
野
の
図
書
館
だ
け
が
た
だ
一
つ
私
の
歴
史
私
の
思
い
で	

永
井
由
紀
子（
柴
崎
）

夜
半わ

落
つ
る
青
柿
の
音
う
つ
ろ
な
る
眠ね
む

り
の
底そ
こ

に
沈
み
て
ゆ
く
も	

福
田
雅
子（
上
根
本
）

想
い
い
く
つ
断
ち
て
迎
え
し
終
戦
の
彼
の
日
の
如
く
さ
る
す
べ
り
咲
く	

永
長
小
夜（
古
渡
）

疎
ま
れ
て
打
ち
捨
て
ら
れ
し
外
来
魚
大
き
口
開
け
浜
に
横
た
う	

吉
原
き
の
ゑ（
浮
島
）

紫
陽
花
の
幾
株
見
よ
く
伐
り
終
え
て
自
ら
を
誉ほ

む
つ
ゆ
空
の
下	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

梅
雨
晴
れ
の
雲
ひ
と
つ
な
き
空
の
果
て
群
青
色
の
筑
波
嶺
が
見
ゆ	

山
口
朋
子（
結
佐
）

雨あ

ま

び

き

引
観
音
に
詣
づ
る
友
の
合
は
す
掌て

に
わ
れ
の
知
ら
ざ
る
歳
月
を
見
る	

小
泉
實（
福
田
）

聖
戦
と
た
づ
き
思
ひ
て
志
願
せ
し
乙
種
予
科
練
は
十
四
の
夏	

山
根
三
千
人（
西
代
）

風
鈴
が
風
と
た
わ
む
れ
る
暑
き
午
後
一
匹
と
二
人
は
て
ん
で
に
微
睡	

根
本
邦
子（
押
砂
）

在
り
し
日
の
夫
の
賞
で
に
し
風
鈴
を
吊
る
し
て
千
の
風
の
声
聞
く	

板
橋
道
子（
福
田
）

草
を
取
る
自し

が
背
に
歌
う
鶯
の
今
朝
は
新
し「
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
」の
リ
ズ
ム	

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）

父
親
の
古
き
写
真
の
思
い
出
を
ペ
ー
ジ
め
く
り
て
胸
熱
く
な
る	

小
貫
好
江（
浮
島
）



ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで。

編集後記　▽オーブントースターのような残暑も落ち着きをみせ、いよいよ秋本番！おいしそう
な食べ物がやたらと目につく季節になりました。冬から続けてきたメタボリック対策（ダイエット）

に今、こそ終止符を打つ時です‼（ｉ）　今月は、カメラが壊れ、パソコンが壊れ、議会のインター
ネット中継では機械のトラブルと、ションボリするようなことが多かった1か月でした。来月は
平穏な月になることを祈ってます。（G4出）
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ぶら〜り・稲敷　no.28　鹿島神社（荒宿）

稲敷市内にはいくつもの鹿島神社があ
りますが、江戸崎の荒宿の鹿島神社は
元亀元年（1570年）時の江戸崎城主土

と

岐
き

治
はる

英
ふさ

が城内の守護神として鹿島神宮
の分霊を勧

かんじょう
請して創建しました（鹿島

神宮の分社は全国で約600社）。鹿島神宮
は常陸国一宮であり、また武芸の神で
あることから守護神とするにはもって
こいの神様であった事でしょう。この
境内は江戸崎城在りし日の二の丸に位
置していました。

　さて、道路から駐車場を兼ねた山道
を抜け階段上の鳥居をくぐると、たく
さんの大木の中に囲まれた鹿島神社が
あります。中には樹齢400年と推定さ
れる木もあり、改めて歴史の重みを感
じます。境内はその大木のおかげで夏
でも強い日差しは入らず、一歩外に出
た街中のアスファルトの上とはまるで
別世界。訪れるものを優しく包んでく
れました。
　いつもはこのように静かな境内です

が、７月の祇園には神輿が担ぎ出され、
また９月１日の例祭は子どもたちの相
撲が奉納されるなど、にぎわいをみせ
ます。

市役所
江戸崎庁舎
市役所
江戸崎庁舎

ＪＡ稲敷ＪＡ稲敷

スーパースーパー

大正橋大正橋

瑞祥院瑞祥院

鹿島神社鹿島神社

五百羅漢五百羅漢 スーパースーパー


